
   

 

第１回学校保健委員会を開催しました！ 

７月２日、今年度第１回の学校保健委員会を開催しました。 

 公私ともにご多用の中、学校医の高平先生をはじめ、多数の

PTA 役員の方にもご出席いただき、学校保健に関する活発な

意見が交わされ、有意義な時間となりました。 

 以下、会の内容についてご報告いたします。 

【学校保健委員会について】 

 生徒の「こころ」と「からだ」の健やかな成長を願い、学校保健活動を推進していくために、学校と家

庭、そして地域ぐるみで考え、意見を交換するための会です。 

 会の中で話し合われた内容は、「学校保健委員会だより」で各家庭にお知らせし、学校で取り組む他、

活動内容によっては、ご家庭の協力をお願いすることもあります。 

 

【定期健康診断結果について】 

１．体位測定 

  

・県、全国は令和７年度の値。 

・あくまで平均値。他と比べる  

のではなく、身長と体重の 

バランスが大切である。 

・佐世保市医師会保健センタ 

ーでは、肥満度 30%以上の  

小学４・５年生、中学１・２年 

生の希望者に小児生活習慣 

病健診を毎年夏季に実施し 

ているが、今年度は１年生の  

対象者が多くいた。 

 

２．視力検査 

 ・メガネを持っていてもかけたがらない生  

徒がいる。 

・デジタルデバイスの普及が視力に少なか 

らず影響を与えているのではないか。 

・裸眼視力、矯正視力ともに B以下の場合は「視力検査カード」を発行している。眼科医の指導のもと、 

  適切に対処していただきたい。 

 ・A は教室の一番後ろの席からでも黒板の文字がはっきり見える、D は一番前の席でもみえづらい

と言われている。授業ではデジタル教科書も使用しており、テレビに映される文字は黒板よりも小

さく、情報も多い。視覚から得る情報は多いので、学習の面からも早めの対処が必要だと思われる。 

 
男子 女子 

身長(cm) 体重(kg) 身長(cm) 体重(kg) 

１

年 

日野中 １５１．７ ４３．２ １５２．４ ４６．６ 

県 １５３．１ ４５．０ １５１．９ ４４．５ 

全国 １５３．８ ４５．２ １５２．４ ４４．４ 

２

年 

日野中 １６１．６ ４８．９ １５４．２ ４６．９ 

県 １６０．７ ４９．７ １５４．７ ４７．８ 

全国 １６１．１ ５０．４ １５５．０ ４７．５ 

３

年 

日野中 １６４．６ ５３．１ １５５．１ ４８．９ 

県 １６６．０ ５４．７ １５５．８ ５０．１ 

全国 １６６．１ ５５．０ １５６．４ ４９．７ 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ メガネ等使用 

R8 年度 46.6% 5.2% 9.9% 8.3% 29.9% 

R7 年度 45.2% 7.9% 8.2% 4.9% 33.8% 

R6 年度 44.0% 1.4% 9.5% 2.6% 42.5% 
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３．歯科検診 

 ・1年生のむし歯(未処置歯＋処置歯)保有数が高い。 

 （1年 0.5本/人、2年 0.2本/人、3年 0.2本/人） 

 ・特定の生徒が多数の未処置歯を抱えている実態がある。 

 ・むし歯があっても受診をしていない生徒もおり、受診にどう

つなげるかが今後の課題である。 

 

【情報交換】 

１．性教育講演会の実施 

 ・「生命（いのち）の安全教育」として、各学年の発達段階に応じた講演会を実施した。性教育について

は、昨年度末の学校保健委員会でも、学校で取り組んでほしいこととして、話題に上っていた。 

〇１年 性の多様性について（講師：長崎国際大学 教授 大畠 啓 氏） 

  〇２年 デート DV防止（講師：長崎性教育コミュニティーアスター 中山安彩美 氏） 

  〇３年 思春期の心とからだ（長崎県看護協会 助産師 森口 祐子 氏） 

 

２．定期健康診断（内科検診）時のプライバシーへの配慮ついて 

 ・内科検診時には、衝立を活用し、医師と検診を受ける生徒が他の生徒に見え

ないようにしている。養護教諭は、生徒を注視せず、衝立横で記録を取る。 

 ・検診時は体操服を脱がせることはせず、生徒自身が体操服を胸の下まで持ち

上げ、下着の上から聴診器を当てる形をとっている。 

 

３．その他 

・１年生の肥満・むし歯の多さについては、今後も身体測定の結果や受診状況などを踏まえ、指導や情

報提供を行っていく必要がある。 

・大雨による臨時休校で実施できなかったメディア講習会は２学期に実施予定。 

・２学期に、歯・口腔の状態が思わしくない生徒対象に個別のブラッシング指導を、３学期に２年生対象 

に薬物乱用防止教育を行う予定である。 

 

【学校医 高平先生より】 

 ①食物アレルギーの対応をしっかりと行うように 

（回答）・１年は小学生時に、２・３年生は５月に全員「食物アレルギー調査」を行い、アレルギー対応の

必要な生徒は、医師の診断を受け、その情報をもとに保護者・給食センター栄養教諭・学

校担当者・管理職で給食における対応について確認を行う。 

・給食のある日は、毎朝、担当者と担任が対応の有無を確認し、配膳時も確認を行っている。 

 ②部活動については休養日の基準を守るように 

（回答）・週に2日以上の休養日を設ける。平日は 1日 2時間程度、休日は３時間程度の活動時間と

する。という基準を守り、活動を行っている。 

 ③内科検診時におけるプライバシーへの配慮について 

プライバシーに最大限配慮して検診を実施している。生徒の安心感をより高めるため、今後も配

慮を行ってほしい。（検診時の職員の配置等） 

永久歯の 

むし歯 

あり 11.1% 

なし 88.9% 

歯の状態 
未処置歯数 

0.3 本/人 
処置歯数 

GO（軽度の歯肉炎） 1.4% 

G（歯肉炎） 0.3% 

顎関節・歯列・咬合不正者数 0.3% 


